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 「令和５年度は、学校の合言葉『知恵と力を合わせるチームＪ』に『スマイル』をひとつ

プラスしますよ。」と、城端っ子と教職員に話しました。 
笑顔で接することで、自分の考えと気持ちを話しやすくなる、相手は聞きたくなると考え

たからです。そんな場面が増えるほど、仲間との心のつながりが強くなり、絆はいっそう深

くなるでしょう。チームＪの質が上がるでしょう。より明るく、あたたかな雰囲気に満ちあ

ふれた学校になると素敵だなと思います。 
 学校生活の中で、子供たちが、「できた！分かった！楽しい！次も！」と感じられるとき、

子供は笑顔になります。私たち教職員は、一人一人の子供の笑顔が増えるよう、寄り添った

指導・支援に努めていきます。ご家庭や地域の皆様には、本校に対し、これまでと変わらぬ

お力添えをいただきますようお願いします。 
 学校生活では、基本、マスク着用の必要はなくなりました。子供一人一人の考えに任せて

いますが、外せないでいる子供が多いのが実際のところです。さらに心が通い合うチームに

なれば、マスクを外した子供たちの笑顔いっぱいの学校になるのではないかと考えます。早

くそうなることを願っています。  
（本年度の学校運営構想は、学校ホームページのトップページ、「学校教育の基本構想」をクリックす

るとご覧いただけます。）１０日（土） ３年生交通安全教室（PTA 活動） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 学校だより 

                                     南砺市立城端小学校 

                                     令和５年４月２５日 

ぽかぽかコラム ６年生の取組より  

 児童会スローガン 『チーム J～笑顔
スマイル

～ なかよく協力し合おう』 

６年生の子供たちはチーム J として全校のみんなが結束できるようになりたいという思いをもって、何度

も話し合い、この児童会スローガンを決めました。今年度は、児童会に関わる全ての活動でこのスローガン

の達成を目指していきます。城端小学校の３つの自慢「あいさつ、進んで活動、なかよし」を受け継ぎ、さ

らによりよい学校になるよう、気持ちを新たに活動に励む６年生です。  ６学年担任  堀田 陽 

                         
 

＜５月の主な行事予定＞           ＜６月の主な行事予定＞ 

２日（火） 委員会                  １日（木） 集団登校・給食試食会 
 ３日（水） 憲法記念日                      ５年生宿泊学習（～２日） 
 ４日（木） みどりの日                 ５日（月） 委員会 
 ５日（金） こどもの日                ９日（金） さわやかデー・校内芸術鑑賞会 
 ８日（月） クラブ                 １０日（土） ３年生交通安全教室（PTA 活動） 
１０日（水） さわやかデー・学校集金         １２日（月） クラブ 
１５日（月） 集団登校                １５日（木） 集団登校・プール清掃（６年生） 
２０日（土） 運動会                 １６日（金） 学習参観 
２１日（日） 運動会予備日①             １９日（月） 委員会 
２２日（月） 振替休業日               ２３日（金） プール開き 
２３日（火） 運動会予備日②             ２６日（月） クラブ 
２６日（金） 避難訓練（不審者対応）         ３０日（金） 集団登校 
                            



 

 
４月７日に、３３名の１年生が城端小学校に入学しました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨年度からギフチョウのお世話をしてくださっている、地域講師の水上さん、小原さんを

お招きし、桜が池でギフチョウの放蝶会を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育活動から 

４／７（金）入学式 

４／１４（金）４年生校外学習〈ギフチョウ放蝶会〉 

          「みんなでスマイル」を目指して 
 ４月になり、新チームＪが始動しました。今年度は、城端小学校のキャッチフレーズには、「ス

マイル」が加わりました。笑顔溢れる学校になってほしいという思いから、始業式にスマイルが

生まれる瞬間について考えました。 

 そこで、子供たちが笑顔で学校生活を送っている瞬間を提示しました。集会や学習発表会等の

行事では、子供たちの振り返りに「６年生が喜んでくれて嬉しかった。」や「友達と一生懸命踊っ

た結果、お客さんがとても楽しそうで達成感を味わえた。」というものがありました。そこから、

「自分の喜びと他者の喜びは繋がっている」と考えました。また、授業の場面では「自分の話と

友達の話が、同じだったり違ったりして授業は楽しかった。」「A さんの資料の見方と私の見方の

違いから、新しい自分の考えを出すことができた。次の授業でも色々な資料を見てみたい。」と意

欲的に取り組むことで楽しさを味わうことができたと振り返る子供が多数いました。 
 子供たちが、自他を認め合い、意欲的に学校生活を送ることができるよう声かけや環境整備等

に努め、見守っていきます。 
〈心づくり部会 高口 和士〉 

 


